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研究成果の概要（和文）：阪神・淡路大震災を体験した者は、東日本大震災後に起こる問題をおおよそ予測できたが、
政府はそれを防げなかった。なぜなのか、という点が本研究の問題意識であり、それを解決するために「時系列災害情
報」を作ることを目的とし、東北にて被災体験（物語）の収集を重ねた。見えて来たのは、「ロジスティクス」と「レ
ジリアンス」が日本には欠けているという事実であった。一方その後大災害のあったフィリピン（台風ハイアン）、ネ
パール（大地震）は、ロジスティクスとレジリアンスの先進事例であったため、250世帯以上を対象に詳細な構造化イ
ンタビュー調査を行った。それは日本の問題を解決するための貴重なデータとなっている。

研究成果の概要（英文）：Disaster victims who experienced the Hanshin-Awaji Earthquake could predict what 
kind of problems would happen after the Great East Japan Earthquake, but the Japanese government could 
not prevent them. That was the main question of this research and in order to solve it, we tried to make 
‘chronological disaster information’ with story-based interviews in Tohoku region Japan. The interview 
results revealed that Japan lacked two key elements: logistics and resilience. We, therefore, conducted 
detailed structured interviews in Philippines where a lot of international organizations such as WFP, Red 
Cross and Red Crescent performed prompt ‘logistics’ immediately after the typhoon Haiyan. We also 
conducted detailed structured interviews in Nepal which shows strong ‘resilience’ after the Great Nepal 
earthquake in 2015. More than 250 households’ data indicated the important elements which Japan lost.

研究分野： 物語学、防災、農業、環境学
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１．研究開始当初の背景 
 阪神・淡路大震災を経験した者からすると、
2011 年の東日本大震災の後、どのような問題
（避難所、仮設住宅、復興住宅などで）が引
き続き起こるのか、だいたい予想することが
できた。にもかかわらず、政府・自治体の対
応は後手後手に回り、阪神・淡路の時の問題
を繰り返すことが多かった。それはなぜなの
か、というのが本研究の問題意識であった。 
 当初の考えでは、政府・自治体が利用でき
る基礎資料が存在していないことが原因だ
と考えた。すなわち、地震発生後 24 時間以
内にどんな問題が起きるのか、48 時間、72
時間、1 ヶ月、半年後、2 年後、5 年後では？
そういった「時系列災害情報」が存在してい
れば、問題を先回りして防ぐことができる。
しかし、それはどこにも存在していない。理
由は、データを抽出するためには、被災者一
人一人の証言（物語）に耳を傾け、そこから
問題を抽出していくといった方法しかなく、
それは数値や計測に頼る従来の科学が苦手
とする領域であるためと考えられた。 
 またもう一つの問題は、震災等で得られた
教訓をいかに後世に伝えるかという点にあ
る。従来の科学が用いるデータやグラフとい
った手法は、教訓の伝承には不適切であり、
20 年もたてば、ほとんどが忘れ去られてしま
う。一方、聖書に代表されるような「物語的
な伝承法」は、世代を超えて記憶を継承して
いくことを可能にする。記憶は、物語化され
ることによって、より正確に、より長期間保
たれることが脳科学からも証明されている。
100 年後に震災の教訓を伝えるためにも、被
災者の証言（物語）を集め、それらを保存し
ていくことが大切と考えられた。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、主に二つの目的を設定
した。一つは、被災者の証言（物語）から問
題を抽出し、「時系列災害情報」をつくるこ
と。それは今後大地震が起きた際に、政府・
自治体が先回りして問題を防ぐための基礎
資料となる。もう一つは、被災者の証言を集
め、保存し、構成に物語の形で記憶を継承す
ることであった。 
 
３．研究の方法 
 2013,14 年は主に東北地方（石巻市、仙台
市等）を訪問し、直接被災者の方々からお話
を聞く（インタビュー調査）ことを繰り返し
た。被災者のほとんどは、津波によって大切
な家族や恋人を失ってしまった人たちなの
で、部外者がいきなり訪ねていって、「話を
聞かせて欲しい」といっても聞かせてもらえ
るものではない。地道にネットワークを築き、
信頼を得る作業がまず必要であった。 
 半構造化インタビューを中心に行い、被災
者個々人によって異なる体験談を重視し、そ
れぞれのケースの背後にある感情（哀しみや
無力感など）を含めた証言（物語）を記録し

ていった。そのような、従来の科学があまり
扱ってこなかった定性データが本研究の特
徴であり、そこが挑戦的萌芽研究ならではの
試みであった。しかし、学会誌に掲載しよう
とすると、やはり物語的な定性データだけで
はなかなか認めてもらえないため、2015 年か
らは、詳細な質問を準備した構造化インタビ
ューに重きを置く方法に変更していった。 
また既存の文献調査に加えて、NHK アーカ

イブスを閲覧する権利を得て、過去の災害の
記録映像などにもあたった。 
 
４．研究成果 
(1)東日本大震災でとくに被害が甚大だった
石巻市を中心にインタビュー調査を重ねた。
インタビューは震災から1年半がたった頃か
ら始めていたが、被災者の方々は、ようやく
その頃から自分の体験を語ることができる
ようになっていた。それまでは、大切な人の
死や津波の恐怖を直視できる人はほとんど
いなかった。 
 インタビューは体験（物語）を詳細に聞く
ことになるで、一人につき最低 3，4 時間は
かかる。のべ 70 人ほどの証言を集めてみる
と、情報という観点からは、もはや新しい発
見はほとんどなくなっていた。つまり、地震
の後に起こる典型的な問題はほぼ抽出し終
え、時系列災害情報を作るための準備はおお
よそ整っていたことになる。ただその頃には、
当初の仮説を若干修正しなくてはならない
ことが判明していた。詳細なインタビューか
ら得られた結論としては、時系列災害情報を
作ることでは、当初期待していたほどの効果
は望めないと考えられた。というのも、確か
に関東大震災や阪神・淡路大震災、東日本大
震災などのすべてに共通する問題は多いの
だが、やはり時代や地域性に依存することも
多く、すべての時代・地域に対応する資料を
作ることは難しかった。加えて、東日本大震
災については、それまでの阪神・淡路大震災
などと大きく異なり、被災者の体験を記録し
た資料が膨大に生まれることとなった。NHK
の証言記録「あの日わたしは」をはじめとし
て、ネット上に天文学的な数の資料が蓄積さ
れる時代になっていた。その大海に、時系列
災害情報という一滴を加える意味をあまり
見いだせなかった。それ以上に、本研究のイ
ンタビューから見えてきた大切なことは、
「ロジスティクス」と「レジリアンス」の重
要性であった。 
 
(2)ロジスティクスとは、適切な物資（食料、
水、薬など）を適切な被災者に、適切な時間
内にいかにして届けるか、という方法のこと
であるが、このロジスティクスが震災直後か
ら、その後の避難所期までを通して一番の鍵
となる要因であることが、インタビューの集
計から分かった。これは国の「食料安全保障」
に関わる重大事項であるが、実は震災当時の
日本には、このようなロジスティクスの視点



は存在していなかった。方針も戦略も何もな
く、日本で食料安全保障といえば、「いかに
して食糧自給率を上げるか」という視点ばか
りで、災害時の食料輸送については何の対策
も準備していなかった。その不備が震災後に
様々な問題を引き起こすことになった。 
 そこで、その年にフィリピンで起きた台風
ハイアンをケーススタディとして、ロジステ
ィクスの実態調査を行うことにした。なぜな
ら、フィリピンには WFP や赤十字などの多く
の国際機関が常駐しており、日本には存在し
ていなかった国際機関の連携によるロジス
ティクスを調査するのに最適であったため
である。国際的には、ロジスティクスに関す
る研究はかなり進んでいたが、それでも最末
端の被災者にどのように届いているのか、と
いう“local last mile”の報告は皆無であ
った。そのため、台風被害の甚大だったレイ
テ島農村の調査地を設定し、そこに食料や水
が実際どのように届いたのかの実態調査を、
詳細な世帯構造化インタビューにより行っ
た。50 世帯分の詳細なデータは世界唯一の貴
重なものであり、国際機関による支援が、末
端の農村にどのようにして届いているかを
明らかにしていた（図 1,2）。それらは英語論
文として発表した。 

 

 
 
 またその翌年に起きたネパール大地震に
おいても、同様の詳細な世帯調査を、震源地
ゴルカ群および被害が一番大きかったシン
ドゥパルチョク群にて行った。80 世帯を対象
に構造化インタビュー調査を行い、ネパール
におけるWFPや赤十字などの国際機関による
ロジスティクスの実態を調べた。それらはフ
ィリピン、日本との比較とともに、今後論文
として発表していく。 
 

(3)東北での調査、フィリピン、ネパールで
の調査から浮き彫りになってきたのは、ロジ
スティクスと並んで「レジリアンス」の問題
であった。レジリアンスとは、それに対応す
る日本語が存在していないことからも分か
るように、日本には元々ない概念である。強
いて訳せば「不幸・困難から立ち直る力」と
いうことになる。このレジリアンスが現代日
本には欠如しており、その証拠に、東日本大
震災からすでに 5年が経過しているが、未だ
当時の苦しみを引きずったまま、立ち直るき
っかけさえ見つけられない被災者がたくさ
んいる。ネパールやフィリピンの回復は日本
とは比べものにならないほど早く、1 年もた
てば、もはやそこに災害があったことすら分
からないほどにまで復興している。実際、ネ
パールでインタビュー調査を行ったのは、大
地震からわずか 5ヶ月後であったが、被災者
の多くは実にさばさばとインタビューに応
じてくれ、家の下敷きになって我が子を失っ
た親たちでさえも、ときには笑いを交えなが
ら答えてくれていた。東北では考えられない
状況であった。 
 そのような日本とネパールのレジリアン
スの差は大きく、その原因は何なのかを探る
ために、ネパールにて詳細な調査を行った。
120 世帯を対象に構造化インタビューを行い、
貴重な証言とデータを得ることができた。そ
れらは今後論文として世に発表していく。 
 そのレジリアンスの違いを生んでいる原
因の一つに、本研究の視点の一つであった
「物語」が大きく関与しているに違いない、
という仮説を持っており、それに基づいて構
造化インタビューを行っている。物語には、
現代人が忘れてしまった様々な力が秘めら
れていることが分かっており、そのことにつ
いては、以前の論文等で報告している（竹下 
2009, 2012）。それらの物語が与える作用の
一つに、「逆境に耐える力」や「逆境の中で
団結する力」「病を癒やす力」などがあり、
それらがネパールでは大いに発揮されてい
るように観察された。たとえば、ネパールで
は日本の避難所にあたるものがお寺となっ
ていた。被災者はまずお寺に集まり、そこで
毎朝お坊さんから物語を聞くことになる。ま
た地震で亡くなった親族を弔う儀式の際に
も、49 日にわたってガルール・プランという
特別な物語を聞き続ける。これらの物語が被
災者の心理に大きく作用し、レジリアンスを
高めていることは確かなようであった。 
 以上のように、挑戦的萌芽研究であるが故
の若干の軌道修正があったが、250 世帯にも
及ぶ詳細なインタビューデータは、日本が失
ってしまった「困難からの回復力」を浮き彫
りにしている。今後は、それらを論文として
発表していくとともに、日本が回復力を取り
戻すための提言をしていく。 
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